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産婦人科領域における6315-S (Flomoxef)の

基礎的 ・臨床 的検討

堀井高久 ・野田起一郎

近畿大学医学部産科婦人科学教室

6315-S (Flomoxef)は 新 しいoxacephem系 注射用抗生物質で,グ ラム陽性,陰 性 菌に対 し広

範囲 なスペ ク トルを有 し,Latamoxef (LMOX)の グラム陽性菌に対す る抗菌 力の弱 さを改良 し

たものである。本剤 の女性性器各組織および骨盤 死腔液への移行性 と臨床的検討を行な った。

静脈血,子 宮動脈 血,子 宮膣部,子 宮頚部,子 宮体部筋層,子 宮内膜,卵 管および卵巣への移行

性 につ いて6315-S 1gの30分 点 滴静 注投与4例,60分 点滴静注投与2例 で検討 し,ま た,骨 盤

死腔液中濃度 は4例 で本剤1g, 30分 点滴静注投与 により検討 した。各種組織内移行お よび骨盤死

腔液中濃度は良好な移行を示 し,こ れ らは大部分の細 菌に対 する本剤のMICを 十分上 まわ る濃度

であ った。

臨床的検討は4例 で,産褥子宮内膜炎,産 褥熱,子 宮溜膿腫および感 染性 リンパ嚢腫の各1例 で,

年齢 は28～81歳 体重 は49～69.5kgで あ る。6315-Sの 投与方法 は1回1g,1日2回 の点滴静

注で,5～8日 間投与 した。臨床成績 は有効3例,無 効1例 で,有 効率75.0%と な り,細 菌学的

効果は菌陰性化1例,菌 減少2例 であ った。 副作用 および臨床検査値異常の発現は1例 もみ られな

か った。

6315-S (Flomoxef: FMOX)は 塩野義 製薬(株)によ

り開発されたオキサセ フェム系抗生物質で,既 に市販 さ

れて いるLMOXの もっ グラム陰性菌と嫌 気性菌への強

い抗菌力を保持 しなが ら,多 くの第三世代抗生物質の抗

菌力が弱 いとされてい るグラム陽性菌に も十分な抗 菌力

を示す ことを特徴 と して いる1)。 本剤の構造式 をFig.

1に 示す。

Fig.1 Chemical structure of 6315-S

今回,わ れ われは6315-Sの 女性 性器組織 内,静 脈

血および骨盤死腔液 中の濃度を測定 し基礎的検討を行 な

うと共に,産 婦人科領域感染症患者4例 に本剤を投与 し

臨床的検討を行な ったので その結果を報告す る。

I. 基 礎 的 検 討

1. 方 法

女性性器各組織への移行性 につ いて6例,骨 盤死腔液

への移行性について4例 に対 し検討 を行な った。各組織

へ の移行性 の検討例 につ いて は術 前 に生 理食塩 水100

mlに6315-S 1gを 溶 解 し,4例 については30分,

2例 につ いては60分 で点滴静注 した後,子 宮動脈結 紮

時 に子宮動脈血 および肘静脈血を採取 した。 また,臓 器

摘出後,子 宮体部筋層,子 宮内膜,子 宮頚部,子 宮膣部,

卵巣および卵管の一部を採取 し,生理 食塩水 にて洗浄後,

測定時 まで-20℃ で凍結保存 した。血液 は遠沈後血清を

同様に保存 した。

骨盤死腔液への移行性の検討例については,子 宮頚癌

に て広 汎子宮全摘 術を施行 した4例 に,術 後6315-S

1gを 溶解 した生 理食塩水100 mlを30分 で点滴静 注

し,点 滴終了後か ら12時 間にわた り肘静脈血 および骨

盤死腔液を採取 し,濃 度の経時的推移を検討 した。死腔

液,血 清の保存は前述と同様 に行 なった。

濃度測定 はEscherichta coli 7437株 を検定 菌 とす る

バ ン ドカルチャ-法 によった。

2. 測定結 果

1) 組織 内濃度

6例 につ いて検討 を行な った。 結果 はTable1, 2

に示す とお りである。点滴終了か ら子 宮動脈結紮 までの

時間は100分 か ら150分 にわた っている。各組織 内濃度

は,1g30分 点 滴例で平均,卵 管1.64μg/g,子 宮内

膜2.04μg/g,体 部 筋層1.87μg/g,子 宮頚部2.72μg/
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Table 3 Concentration of 6315-S in serum and pelvic dead space 
exudate after 30 minutes DI administration of 1 g

[Serum]

[Pelvic dead space exudate]

Fig. 2 Concentration of 6315-S in 

serum and pelvic dead space 

exudate after 30 minutes DI 

administration of 1 g

g, 子 宮 膣 部3.00μg/g,血 清 中濃 度 は子 宮 動 脈 血 で3.78

μg/ml,肘 静 脈 血 で3.58μg/mlで あ っ た。 ま た,1g

60分 点 滴 例 で は 平 均,卵 管7.85μg/g; 子 宮 内膜6.45

μg/g, 体 部 筋 層5.70μg/g,子 宮 頚 部5.95μg/g,子 宮

膣部7.00μg/g, 血清中濃度 は子宮動脈血6.30μg/ml,

肘 静脈血6.55μg/mlで あった。

2) 骨盤死腔液中濃度

6315-S 1g 30分 点 滴終了後の骨盤 死腔液お よび肘

静 脈血清中の濃度 をTable 3に 示 した。骨 盤死腔液 へ

の移行 は良好で,点 滴終了後平均2時 間で最高濃度に達

し,以 後 漸減 し,12時 間後 は3.6μg/mlで あ った。血

清 中お よび骨 盤死腔 液中濃度 の平均値 の経時 的推移 を

Fig.2に 示 した。

II. 臨 床 的 検 討

産婦人科領域感染症 患者4例 に本剤を投与 し,そ の臨

床効果および副作用の有無 につ いて検討 した。投与方法

は生理食塩水100 mlに 本剤1gを 溶解 し,朝 夕1日2

回点滴静注 した。投与期 間は5～8日 間であ った。

効果判定は,発 熱等 の自他覚症状が3日 以内に著 しく

改善 し治癒に至 った ものを著効,3日 以内に改善の傾 向

を示 し治癒 に至 った もの を有効,そ の他を無効 とした。
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結果 をTable 4に 示す。4例 の内訳 は産褥子宮 内膜

炎,産 褥熱,子 宮溜膿腫,感 染性 リンパ嚢腫の各1例 で

あ ったが,本剤投与の結果3例 が有効,1例 が無効であっ

た。そ して,本 剤 に起因す ると思われる副作用および検

査値異常 は全例認 めなか った。

III. 考察およびまとめ

新 しく開発 されたオキ サセフェム系抗生物質6315-S

の女性性器各組織 内濃度および骨盤死腔液中濃度を測定

し,基 礎的検討を行 なうとともに,産 婦人科領域感染症

患者4例 に本剤を投与 し臨床的検討 を行 なった。

6315-Sを 生理 食塩水100 mlに 溶解 し30分 あるいは

60分 で点 滴静注 し,終 了後100分 か ら150分 にわ たり

各組織内濃度を測定 した。 その結果は上 に示 したが,60

分点滴例の方が各組織共,採 取時間の違 いはあ るが高濃

度 を示 した。 また,6315-S1gを 生理 食塩 水100ml

に溶解 し,30分 で点 滴静注 し終 了後か ら12時 間にわ

たって骨盤死腔液 と肘静脈血清中の濃度 を測定 した。骨

盤死腔液への移行 は良好で,点 滴終 了後平均で2時 間に

最 高濃度 に達 し,以 後漸減 し,12時 間後 には3.6μg/

mlで あ った。 上記の濃度 は,E.coti等 産婦人科領域感

染症 において しば しば遭遇 する病 原菌のMICを 充分上

まわるものであ った。

次 に.産 婦人科領域感染症患者4例 に本剤を投与 し,

その臨床効果をみた。 その結果.4例 中3例 が有効で,

1例 が無効であ った。 また。細菌学的 には測定 したMIC

の低 いBacteroides fragilis, Bacteroidees distasonis,

Peptostreptococcus asaccharolyticusに つ いて は期

待通 り菌消失 をみたが,同 様 に低 いEcoliは2例 共残

存するという矛盾 した結果となった。そ して,4例 共,

副作用,検 査値異常は認め られなか った。

以上 か ら,6315-Sは 産婦 人科領域において有効 かつ

安全な薬剤 と考え られた。
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BASIC AND CLINICAL STUDIES ON 

6315-S (FLOMOXEF) IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY 

TAKAHISA HORII and KIICHIRO NODA 
Department of Obstetrics and Gynecology, School of Medicine, Kinki University.

6315-S (flomoxef), a new oxacephem parenteral antibiotic, has broad spectrum activity 

against Gram-positive and Gram-negative bacteria, and stronger activity against Gram- 

positive bacteria than latamoxef (LMOX). Basic and clinical studies on 6315-S were per-

formed, and the following results obtained. 

Concentrations of 6315-S in venous serum, uterine arterial serum, uterus (portio, cervix, 

myometrium and endometrium), oviduct and ovary were measured in 4 patients after 30 min 

drip infusion of 1 g, and in 2 cases after 60 min drip infusion of 1 g. Concentration of 6315-S 

in pelvic dead space exudate was measured in 4 patients after 30 min drip infusion of 1 g. 

These concentrations were higher than MIC's of 6315 -S against most organisms, and 

showed good penetration into tissues. 

Four patients, one each with puerperal endometritis, puerperal fever, pyometra and infec-

tious lymphocyst, aged 28•`81 years, and with a body weight of 49•`69. 5 kg, were treated 

with 6315 -S, mainly with 1 g b. i. d. drip infusion for 5•`8 days. The overall clinical 

efficacy was good in 3 patients, and poor in 1, the efficacy rate being 75.0•“, and the 

bacteriological effect was eradication in 1, and decrease in 2. No side effects or abnormal 

laboratory findings were noted.


